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11月27日開会した第４回定例議会（12月議会）は、12

月15日閉会しました。市長提出議案は、第五次総合振興

計画基本構想を除く議案と請願（３件採択、１件不採択）、

および常任委員長提出議案が可決しました。なお、第五

次総合振興計画基本構想は審査特別委員会が設置され、

慎重審議が必要であることから閉会中の継続審査になり

ました。

12月議会は、一般質問の通告者が議長を除く全19議員

が通告し、市長らと活発な議論がされました。工藤日出

夫は、新教育長へ「北本の教育の目指す方向」について、

市長とは「保育行政の今後のあり方」について、議論し

ました。以下、主な事項について報告します。

今定例（12月）議会、最も重い議案

の一つである「第五次北本市総合振興

計画基本構想」は、今後の北本市政運

営の、10年間の指針です。北本市は、

２年前民間の研究機関から、人口減少

が進み30年後に消滅する可能性がある

と名指しされました。

北本市は、平成17年に人口がピーク

を迎え、その後の10年間人口減少が続

き、10年後に60,000人台になると推計

されています。そういう中での総合計

画の策定です。

新時代の計画は新しい発想で

さて提案された総合振興計画基本構

想（案）は、新しい北本づくりに向け

た力強いメッセージ性が乏しく、これ

までの計画を踏襲した印象を強くもち

ました。多くの議員が、議案質疑で基

本理念（市民が主役のまちづくり）や

都市将来像、人口推計（63,000人）、

計画策定の方法などについて、厳しい

指摘をしまた。

議長の発議により、審査特別委員会

（委員長に工藤日出夫が互選）が設置

され、詳細について４日間審査しまし

た。特に、人口動態の捉え方に疑問が

集中しました。また、市域の狭い北本

市です。土地利用をどのようにするか。

圏央道が開通し、企業誘致等の活性化

策についても議論が出ました。

その後、委員から「さらに議員間討

議を進め、市民参加で市民の声を聞く。

他市の策定状況を調査し、本市の地域

特性を最大限活用した計画にすべき。

よって閉会中の継続審査」と動議が出

され、承認されました。

新しい時代に向けた総合振興計画は、

新しい発想が必要であると考えていま

す。閉会中（12月16日～2月末）に、

議員研修会、先進地への調査、市民と

の協議などで、調査・検討を深めてい

くことになっています。

まさに、政策形成に議会の真価が問

われています。がんばります！

基本計画を議決要件に条例改正

北本市議会は、これまで総合振興計

画は「基本構想」を議決要件としてい

ましたが、今議会で「基本計画」も議

決要件とする条例改正をしました。こ

のことで、議会はより重い責任を果た

すことになります。

市民団体から、「議会は、住民の代

表として、まちづくりの計画に責任を

持ち、実効性を高めるためにも『基本

計画を議決事件にするように』との請

願が出されていました。議決要件にな

れば、議会の権能（住民に対する責任）

が高まると共に、緊張感を持った議会

活動につながります。

議会基本条例特別委員会設置

市民に信頼される議会を目指し「北

本市議会基本条例制定特別委員会」が

設置されました。委員構成は議会運営

委員と副議長、それに若手議員（１期

生）を加え総勢９人です。委員長には、

滝瀬光一議員が互選されました。工藤

も委員の一人です。 議会基本条例は、

すでに600以上の市町村で設置されて

います。北本市議会も6年前に制定の

動きがありましたが、議会として合意

できず廃案になっています。

今回はすべての会派が設置に向けて

動いています。1年ぐらいの時間が必

要ですが、制定できるようがんばりま

す。早速１回目の会議がありました。

議会動く！仲山道未整備解消に

県道（仲山道）本宿の拡幅未整備個

所の解消に向け、北本市議会建設経済

常任委員会が、

「埼玉県知事と北

本県土事務所長」

あてに、地方自治

法に基づき「１．

未整備個所の早急な解消。２．車・歩

道にかかる樹木の伐採」を求める意見

書案を提出し、全会一致で可決しまし

た。委員会は、早速県土事務所長を訪

問し、意見書を渡し対応をお願いしま

した。地権者のご理解が前提ですが、

重大事故が起きる前に、改善されるこ

とを願っています。
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・
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工藤日出夫の一般質問は、12月10日に

行いました。質問内容は次の通りです。

●件名１ 新教育長が目指す北本市の

教育と開かれた教育行政に向けた今

日的意義（ミッション）と課題の克

服に向けたリーダーシップについて

●件名２ 公立保育所再編の基本方針

を受け安全で安心して子育てと仕事

の両立が図れる保育の確立に向けた

公共の責務について（市長）

★真尾教育長は、一人ひとりの子供の

「生きる力」をはぐくむ教育を目指し

ていくと答弁されました。また、開か

れた教育行政には「情報公開」が必要

で、地域・家庭・学校の連携を深めて

いくとも答弁されました。工藤は、市

内公立学校長以外からの教育長就任は、

30年ぶりぐらいであるから、その良さ

を十分に発揮し、形骸化し硬直化つつ

ある北本市の教育行政に、社会教育の

振興など「新しい風」を吹き込むよう

強く申しあげました。

★保育については、新中央保育所整備

に向けて検討するとともに、将来の保

育量を適正に把握し、保育の充実に努

めると答弁されました。工藤は、今回

の公立保育所再編問題は唐突であり、

父母に心配や不信、混乱を招いたが、

「二度とこのようなことのないように」

と厳しく指摘しました。市長は、今回

のような混乱は、今後起こさないよう

十分配慮しますと答弁されました。

6月議会に工藤が、今議会では日高議

員が一般質問で、公営墓地整備の可能

性について質問しました。

私たち会派緑風会は、10月に政務活動

費を活用し、「墓地設置・管理の在り

方」の研修会に参加し、法令含めて適

切な対応を学習してきました。

墓地経営の主体は市が原則
墓地の経営主体について、平成12年

厚生労働省は「墓地経営・管理の指針」

で＜墓地の永続性及び非営利性の確保

の観点から「墓地経営主体は、市町村

等の地方公共団体が原則であり、これ

によりがたい事情があっても宗教法人

又は公益法人等に限られること」＞と

通達しています。

永住の地に「埋葬」を望む
市内には、120カ所の墓地が設置され

ています。その約半数が個人所有です。

そして宗教法人、公益法人とその他で

す。今市内には、新規に移住した住民

を中心に、墓地を求める人が増加して

います。

しかも、墓地（墓石等）の永続的管

理が難しい人も多く、合葬墓地やお骨

を収める「納骨堂」の設置を望んでい

ます。市は整備場所等難しい課題があ

りますが、市民のライフスタイルの多

様性など踏まえ、ニーズ等を調査して

いくと答弁しました。３月議会でも取

り上げます。


